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一

誰
査
は
市
内
調
査
員
一
三
八
名

の
絶
大
な
る
御
蓋
力
に
よ
っ
↓
て

十
月
十
五
日
全
調
査
票
が
ま
と

ま
り
指
導
員
に
よ
る
内
容
検
討

が
終
っ
て
期
限
内
に
優
秀
な
成

績
で
県
へ
送
達
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
ひ
と
え
に
調
査
員
各
位
の

な
み
ノ
、
な
ら
ぬ
御
努
力
と
関

係
各
位
の
御
協
力
の
賜
と
深
く

感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

集
計
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ

り
ま
す
が
一
枇
滞
当
り
の
平
均

人
員
は
四
、
九
人
で
人
口
密
度

政
府
の
方
針
で
あ
る
合
併
促
進
法
の
趣
旨
に
則
り
旧
三
ヶ
町
村
が
合
併
し
て
新
市
の
誕
生
を
み
た
の
は

つ
い
先
頃
で
あ
る
と
感
ず
る
が
、
も
う
既
に
一
ヶ
年
を
經
過
し
た
。

こ
の
間
三
万
市
民
各
位
の
友
好
的
協
和
の
も
と
、
曝
北
に
雄
た
る
工
鑛
業
都
市
と
し
て
そ
の
使
命
為
え

た
本
市
は
、
市
議
会
及
諸
団
体
並
市
民
各
位
の
異
常
な
協
力
に
よ
っ
て
建
設
一
ヶ
年
を
無
事
過
し
得
た

こ
と
は
同
慶
に
た
え
な
い
。

籾
て
こ
の
一
ヶ
年
を
回
顧
す
る
に
、
高
萩
パ
ル
プ
工
場
の
操
業
開
始
、
大
北
林
道
の
改
修
、
自
衛
隊
に

よ
る
高
萩
大
子
線
県
道
の
改
修
に
よ
る
久
慈
郡
と
の
連
絡
、
火
の
見
と
貯
水
池
の
設
置
、
松
岡
中
小
学

校
高
萩
小
学
校
の
給
水
施
設
と
電
話
の
架
設
、
上
君
田
出
張
所
の
建
設
等
乏
し
恥
〉
予
算
を
よ
く
投
資
的

に
活
川
し
最
大
の
努
力
を
惜
し
み
な
く
傾
け
た
つ
叱
り
で
ふ
る
。

し
か
し
な
が
ら
今
後
益
を
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
市
民
の
要
望
に
応
え
、
震
源
の
開
発
、
農
林

振
興
、
中
小
企
業
の
育
成
強
化
、
砺
工
業
の
発
展
等
本
市
の
飛
眺
的
発
展
を
企
図
す
る
場
合
、
決
意
を

更
に
新
に
す
る
も
の
で
あ
る
ｃ
申
す
ま
で
も
な
く
、
之
に
つ
い
て
は
、
人
の
和
と
天
の
時
、
地
の
利
を

要
す
る
事
で
お
る
が
之
に
劣
ら
な
い
極
め
て
或
大
な
要
素
を
欠
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

重
大
な
要
素
と
は
何
、
刀
！

大
凡
新
市
建
設
の
偉
業
の
《
Ⅸ
否
は
一
に
そ
の
根
源
た
る
財
源
の
充
足
如
何
に
か
坐
っ
て
い
る
事
は
御
承

知
の
通
り
で
乳
る
。
之
に
つ
い
て
は
最
近
理
解
あ
る
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
四
十
の
納
税
貯
蓄
組
合
の

結
成
、
成
立
を
み
た
事
は
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
が
更
に
納
税
意
欲
を
昂
め
一
層
滞
納
の
皆
無
を
期
し
た

い
。
之
が
市
長
と
し
て
の
最
大
無
二
の
悲
願
で
ふ
る
と
同
時
に
三
万
市
民
と
と
も
に
希
５
所
で
あ
る
。

、
ｌ
〃
弓
毎
。
、
ｂ
ｑ
、
ｒ
令
』
Ｐ
毎
．
御
？
屯
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０
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日
串
学
’
ざ
、
ｊ
身
閏
Ｆ
Ｆ
・
守
ｉ
９
ｈ

は
一
平
方

Ｉ
高
萩
市
の
人
口
Ｉ
］
總
人

十
月
一
日
を
期
し
て
全
国
一
齊
》
！

に
行
わ
れ
た
昭
和
三
十
年
国
勢
一 ｜
總人

國
鑿
調
査
膳
よ
る
一

句
ｕ
１
当
』
豈
邑
〃
日
も
・
令
『
毛
ｊ
″
９
口

、
、
」
、
卿
〃
ヨ
ザ
ヴ
ロ
、
０
判
Ｉ

新
市
一
ヶ
年
の
回
顧

て
ち
を
§
女
一
五
、
一
〈
六
二

口
一
三
、
○
二
一
人
仙
桁
数
六
、
二
九
九

111:女
帝
数

キ
ロ
当
ｈ
／
一
五
八
人
男
一
五
、
三
五
九
人

で
あ
る
。
女
一
五
、
六
六
二
人
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高
萩
市
議
会
議
長
舟
生
一
郎

高
萩
市
制
施
行
以
来
も
う
一
週
年
を
迎
へ
よ
う
と
し
だ
い
ま
す
。

こ
の
一
年
の
才
月
は
長
く
も
あ
り
ま
す
が
合
併
の
功
罪
を
論
ず
る

に
は
余
り
に
も
短
か
す
ぎ
い
ま
だ
そ
の
時
期
で
な
く
、
そ
の
将
来

を
語
る
に
は
他
に
通
当
な
人
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
私

は
議
会
も
改
選
せ
ら
れ
ほ
ん
と
う
の
市
議
会
が
稲
成
さ
れ
る
に
当

っ
て
議
会
人
と
し
て
議
会
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
の
ほ
ん
の
一
端

を
申
述
べ
て
市
民
の
皆
様
方
の
御
批
判
を
仰
ぎ
度
い
と
思
い
ま
す

そ
れ
は
誰
で
も
判
り
き
っ
た
こ
と
な
の
で
す
が
執
行
機
関
と
議
決

機
関
と
の
権
限
を
明
瞭
に
し
相
互
に
そ
の
限
界
を
守
る
。
へ
き
で
あ

る
と
云
う
こ
と
を
く
り
か
へ
し
私
は
強
調
し
て
居
り
ま
す
。

申
す
迄
咄
な
く
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
と
執
行
磯
関
で
あ
る
市
町

村
の
長
と
は
相
対
立
す
る
機
関
で
あ
っ
て
お
た
が
い
に
そ
の
権
限

を
尊
重
し
て
犯
す
こ
と
な
く
各
々
の
力
の
ゞ
ご
プ
〉
ゞ
ス
を
保
つ
こ
と

に
よ
り
地
方
自
治
体
と
し
て
の
ほ
ん
と
う
の
民
主
的
運
笹
は
円
滑

を
期
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
理
由
か
ら
し
て
議
員
の
活
動
の
場
は
絶
対
に
議
会
内
部
に

限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
例
へ
ぱ
予
算
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は

修
正
に
つ
い
て
は
若
干
の
制
約
は
あ
り
ま
す
が
ど
の
様
な
角
度
か

ら
ど
の
よ
う
に
検
討
し
よ
う
と
も
議
員
の
自
由
な
権
限
内
に
あ
り

ま
す
が
一
た
ん
議
決
し
て
そ
の
手
を
離
れ
た
上
は
手
の
執
行
に
関

す
る
限
り
全
く
理
事
者
の
権
限
内
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

理
事
者
は
有
能
な
吏
員
を
部
下
と
し
て
縦
横
に
駆
使
し
そ
の
実
現

を
計
る
ぺ
含
義
務
と
権
利
を
も
っ
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
決

し
て
そ
の
執
行
に
関
し
議
員
に
依
存
し
て
自
ら
の
権
限
を
放
棄
し

他
機
関
の
介
入
を
招
く
様
な
不
見
識
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、

議
員
も
亦
如
何
な
る
形
に
於
て
も
そ
の
執
行
に
関
与
す
る
事
は
厳

に
謹
む
べ
き
は
自
明
の
理
で
あ
り
ま
す
。
か
り
に
個
人
的
な
お
手

伝
い
等
と
申
し
ま
し
て
も
議
員
た
る
の
身
分
は
否
定
し
得
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
あ
り
ま
す
。
然
し
実
際
問
題
と
し
て
は
こ
の
権
限

の
限
界
は
言
葉
で
云
う
程
に
は
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
の
難

か
し
さ
が
あ
り
一
段
の
評
価
に
し
ま
し
て
も
権
限
の
限
度
を
も
意

に
介
さ
ぬ
様
な
議
員
の
才
が
か
え
っ
て
所
謂
働
ら
き
の
あ
る
人
ら

し
く
う
つ
る
こ
と
が
し
ば
／
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
申
し
ま
し
た
こ
と
は
極
め
て
原
則
論
で
あ
り
ま
し
て
蕊
だ
消

極
的
な
感
を
与
へ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
自
治
体
の
様
な
有
機
体

に
於
き
ま
し
て
は
各
々
の
機
関
が
お
た
が
い
の
権
限
を
尊
重
し
て

犯
す
こ
と
の
な
い
こ
と
こ
そ
民
主
主
義
の
本
義
で
あ
り
そ
の
運
管

の
要
締
で
あ
る
と
私
は
確
信
致
し
ま
す
。
さ
て
我
が
高
萩
市
は
如

何
で
あ
る
か
の
批
判
は
皆
様
に
お
ま
か
せ
す
る
と
し
て
こ
入
に
一

週
年
を
迎
へ
市
議
会
と
し
て
の
真
の
構
成
を
み
た
時
、
原
則
論
と

し
て
の
議
会
の
あ
り
か
た
の
一
端
を
申
述
べ
将
来
市
議
会
の
良
き

伝
統
の
り
ち
た
て
ら
れ
ん
事
を
祈
る
切
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
、

間
市
議
会
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
の
卑
見
は
ま
だ
ｊ
、
あ
り
こ

れ
を
申
述
べ
て
皆
様
の
批
判
と
支
持
を
得
た
い
と
考
へ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
が
紙
幅
の
都
合
上
別
の
機
会
に
ゆ
づ
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
（
三
○
、
一
弓
二
○
、
寄
稿
〕

々
の
機
関
が
お
た
が
い
の
権
限
を
尊

と
こ
そ
民
主
主
義
の
本
義
で
あ
り
そ

は
確
信
致
し
ま
す
。
さ
て
我
が
高
萩

は
皆
様
に
お
ま
か
せ
す
る
と
し
て
こ

と
し
て
の
真
の
構
成
を
み
た
時
、
原

か
た
の
一
端
を
申
述
べ
将
来
市
議
会

れ
ん
事
を
祈
る
切
な
る
も
の
が
あ
り

か
た
に
つ
い
て
の
卑
見
は
ま
だ
ｊ
、

の
批
判
と
支
持
を
得
た
い
と
老
へ
る

都
合
上
別
の
機
会
に
ゆ
づ
り
た
い
と

（
三
○
、
一
弓
二
○
、
寄
稿

上
に
一

則
論
と

の
良
き
』
。

ま
ず
、

市
制
施
行
一
週
年
に
思
う
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成 績
茜
奉投

秋
晴
れ
の
十
一
月
十
二
日
市
制
施
行
最
初
の
選
挙
が
行
わ
れ

た
。
同
日
高
岡
地
区
は
午
后
六
時
半
よ
り
高
岡
支
所
で
、
高

萩
地
区
は
市
役
所
で
午
后
八
時
半
よ
り
開
票
が
行
わ
れ
、
翌

十
三
日
午
前
六
時
開
票
事
務
が
全
く
終
了
、
次
の
通
り
議
会

議
員
及
教
育
委
員
が
決
定
し
た
。

各
投
票
所
毎
の
投
票
成
績
及
び
開
票
結
果
は
次
の
通
り
で
あ

ザ
ハ
》
○

選挙区名 ｜ 投票人員 投 雲 率男女号肌有 州 高
萩
市
露
竈
霊
霊
當
選
者

1

〉． （）50 86． 8男
恒
女
計 芦

１
宮
－
４

－
〃
２
７

萩 腫 ’
Ｈ
４
２

０
戸
Ｌ
ｌ
４１

４

４

４
９

８
２

６
２’１

高
一
高

85．5

86． ］

870 95． 4(j l2男

一

女

計

ｔ
４
１
１

芸
ロ

） 3． 9岡

一
．~，

区 921 1 865
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結開
函
示 果

1
無効投票率

］･ 月4

32． 6

無効選挙重別 名 称

高萩区|蕊襄
高岡風|霊蕊
合 計

有効投

1 2． 1（）

11． 9 （）

数
４
’
４
’
５
５

９
’
９

３

８

率

呼

一

呼

”

血

投

二

投票

189

388

票

万

６

４
－
４

|
3 1Ⅷ

一
岬

］ 79

0~rl- 35． 2

’
'4．029 1

鈴
木
藤
雄
茜
会
社
霞

木
内
幹
召
旅
館

上
田
助
重
豐
会
社
茜

鈴
木
好
之
雪
農

矢
代
光
史
四
七
識
品
肺

大
部
重
高
吾
晨
業

小
松
正
治
四
三
執
品
販
売

鈴
木
道
雄
五
七
蹄
院
事
務

岩
本
啓
治
至
瀝
誰
隷
掘

川
松
光
彦
堰
会
社
々
長

根
本
賢
夫
奎
晨
業

矢
代
良
三
堯
農
業

樫
村
之
男
垂
一
医
師

渡
辺
東
治
雪
一
木
材
商

下
山
田
栄
三
郎
尭
農
業

垪
和
武
雄
毫
農
業

塚
本
善
七
郎
五
〈
蝶
理
謝

佐
藤
正
唱
農
業

穂
積
政
次
一
三
製
材
業

渡
辺
伝
さ
薬
剤
師

三
代
進
垂
晨
業

豊
田
武
門
児
農
業

鈴
木
広
次
異
農
業

教
育
委
員

下
山
田
尚
方
至
農
業

中
村
省
吾
三
○
詩
炭
販
売

永
山
美
休
天
農
業

茂
叉
薫
天
晨
業 業業言

市
會
議
員

柳
沢
良
助
充
会
社
重
役

小
室
治
雄
豊
団
体
役
員

大
久
保
清
一
宝
団
体
役
員

大
和
田
知
之
空
旅
館
業

中
・
島
豊
忌
団
体
役
員

吉
田
秀
吉
里
公
務
員

舟
生
一
郎
豊
代
表
社
員

鈴
木
藤
雄
茜
会
社
兎
役

木
内
幹
召
旅
館
業

上
田
助
重
豐
会
社
重
役

鈴
木
好
之
雪
農
業

一
こ
こ
６
可
』
到
二
物
品
販
売

△
十
月
三
十
日

松
岡
地
灰
下
手
綱
公
民
館
及

び
高
戸
、
小
和
田
、
関
口
、

南
組
の
五
つ
の
公
民
館
共
催

に
よ
る
松
岡
地
区
昭
和
三
十

年
産
水
稲
多
收
催
共
進
会
の

審
査
会
が
五
十
七
点
に
つ
い

て
松
岡
公
民
舘
で
午
前
九
時

よ
り
行
わ
れ
た
。
多
收
燵
体

験
発
表
及
び
入
賞
者
の
発
表

並
び
に
授
當
式
は
十
一
月
下

旬
開
催
の
予
定
。

△
十
一
月
十
四
日

県
と
読
売
新
聞
社
共
催
に
よ

る
第
五
回
新
生
活
モ
デ
ル
町

村
の
表
彰
式
が
水
戸
市
三
の

丸
小
学
校
講
堂
で
来
賓
其
の

他
関
係
者
約
二
○
○
名
が
参

列
し
て
廃
大
に
挙
行
さ
れ
た

受
賞
団
体
は
總
合
部
門
（
七

自
立
促
進
歳
末
特
別
貯
蓄
運
動

期
間
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

今
こ
そ
貯
蓄
で
国
の
地
固
め
を
…
…
み
な
さ
ん
の
預
貯
金
は
子
供
（
利
子
〕
を
殖
し
な
が
ら
一

国
士
建
設
に
役
立
っ
て
お
り
士
《
す
。
お
手
許
の
現
金
は
ひ
と
ま
ず
金
融
磯
関
へ
預
貯
金
し
ま
一

一
し
よ
う
。

一
預
貯
金
利
子
に
対
す
る
所
得
税
は
免
除
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
次
の
事
項
を
実
一

一
践
し
ま
し
ょ
う
。

①
会
社
、
工
場
、
炭
礪
等
に
お
け
る
年
末
賞
与
な
ど
の
臨
時
收
入
は
い
た
づ
ら
に
消
費
し
な
一

い
で
住
宅
建
設
や
、
育
英
な
ど
の
た
め
の
長
期
貯
蓄
を
は
じ
め
納
税
や
生
活
改
善
な
ど
正
一

し
い
目
標
の
貯
蓄
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
②
農
家
は
供
米
代
金
等
の
收
入
は
貯
蓄
に
よ
り
農
業
收
支
と
家
計
收
支
の
健
全
化
を
図
り
ま
一

し
よ
う
。

一
一
③
年
末
年
始
等
の
虚
礼
を
廃
止
し
て
明
る
い
生
活
の
設
計
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
④
婦
人
会
、
男
女
青
年
会
、
各
組
内
や
職
場
で
貯
蓄
組
合
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

－
⑤
家
計
簿
を
必
す
つ
け
て
不
要
の
出
費
を
防
ぎ
貯
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

で
ｂ
ｑ
ｕ
ｑ
Ｉ
■
、
む
司
吾
。
、
Ｉ
ｂ
ｑ
ｂ
、
Ｌ
ｑ
ｂ
ｑ
ｂ
、
１
０
、
ｌ
ｌ
Ｉ
ｑ
－
ｌ
９
ｑ
．
■
ｉ
ｂ
則
ｂ
則
ｂ
ｑ
ｂ
ｑ
ｂ
ｑ
ｂ
ｑ
ｂ
ｑ
ｂ
ｑ
ｂ
１
８
●
も
ｑ
ｂ
で
’
１
・
雷
。
ｉ
ｉ
ｂ
ｑ
・
■
「
１
口
、
ｂ
ｑ
」
ｑ
ｂ
ｑ
Ｂ
Ｉ
ｖ
ｂ
ｑ
０
ｉ
「
、
ｑ
ｌ
Ｉ
ｑ
．
、
、
Ｂ
Ｉ
９
ｑ
．
！
Ｄ
、
心
ｑ
Ｉ
Ｉ
■
ｉ
０
９
ｑ
ｎ
ｑ
ｌ
ｑ
７
！
■
、
口
只
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昨
獄
刈
海
士
季

△
十
一
月
十
八
日

第
五
回
茨
城
県

が
赤
塚
村
河
和

来
賓
及
び
県
下

係
及
び
社
会
教
恥
帳

簡
素
合
理
化
二
二
▽
第
二
部

門
（
生
活
環
境
の
保
健
衛
生

的
改
善
）
四
、
第
三
部
門

（
衣
改
善
）
一
、
第
四
部
門

戸
食
改
善
）
三
、
第
五
部
門

（
住
改
圭
巳
二
、
第
六
部
門

（
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
生
活

吋
勢
燕
諏
跨
畔
癖
諦
醍
窄
蔀

ル
部
落
が
表
彰
さ
れ
、
モ
デ

ル
部
落
代
表
の
鈴
木
重
忠

氏
、
松
本
栄
氏
、
下
君
田
婦

郵
雲
垂
誇
趨
や
畦
岻
出
雨
晴

た
し

部
門
の
内
四
部
門
以
上
優
秀

な
も
の
）
二
、
第
一
部
門

（
冠
婚
葬
祭
等
生
活
行
事
の

簡
素
合
理
化
）
三
▽
第
二
部

唾
鋸
蔬
識
跨
一

県
下
の
公
民
舘
関
一

会
教
育
関
係
数
百
一

◇◇●◇◇◇

Ⅱ川痢ⅡⅢll ll剤111Ⅲ111風ⅢI

名
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。
・

全
国
公
民
舘
長
の
竜
野
定
一

先
生
の
迫
力
あ
る
祝
辞
に
つ

ぎ
全
国
公
民
舘
大
会
概
況
報

告
が
あ
っ
て
研
究
討
議
題

「
公
民
舘
に
お
け
る
新
生
活

運
動
」
に
つ
い
て
活
溌
な
る

意
見
交
換
が
あ
り
午
后
一
時

半
よ
り
約
二
時
間
に
亘
っ
て

朝
日
新
聞
社
論
説
蚕
員
伊
漆

昇
先
生
の
「
こ
の
ご
ろ
の
諸

問
題
」
と
題
し
て
感
銘
深
い

講
演
が
あ
っ
た
。

講
演
一
妾
旨
そ
の
他
大
会
の
模

様
等
機
会
を
み
て
お
伝
え
致

し
た
い
。

本
市
か
ら
安
村
市
公
民
舘
長

矢
代
社
会
教
育
委
員
長
、
大

高
社
会
教
育
課
長
、
棚
谷
主

事
が
出
席
し
た
。

△
十
一
月
十
九
日

茨
城
大
学
教
授
塚
本
勝
義
先

生
を
招
聰
し
て
［
新
生
活
の

心
構
え
」
と
題
し
午
前
九
時

半
よ
り
下
君
田
公
民
舘
に
青

唾
璋
諦
趣
却
娠
鋤
陸
罎
睡
懐

引
続
い
て
午
后
一
時
よ
り
若

栗
公
民
舘
に
於
て
同
演
題
に

よ
り
講
演
を
行
っ
た
。
若
栗

の
参
加
者
は
婦
人
会
及
び
一

般
と
し
、
午
前
午
后
共
八
○

％
と
云
う
好
出
席
率
で
あ
っ

た
。

－12－



(S) 高萩市生活改善 昭和30年11月25日発行

表
口
の
方
で
あ
ら
／
、
し
い

音
が
ガ
タ
ノ
、
な
る
ざ
、
す
べ

り
の
悪
い
雨
戸
を
こ
ぢ
開
け
て

ゆ
き
の
父
幸
吉
が
入
っ
て
来
た

「
父
ち
ゃ
ん
お
そ
か
つ
た
れ

お
や
、
よ
っ
ぱ
ら
っ
て
。
何
処

で
よ
ば
れ
た
の
？
」

『
お
上
、
下
（
し
も
）
の
松

っ
あ
ん
の
処
で
だ
。
な
あ
ゆ
き

だ
ま
っ
て
ん
だ
ぞ
。
誰
に
も
言

う
ん
ぢ
あ
ね
え
ぞ
」

秋
深
い
山
村
の
夜
気
は
つ
め

た
く
、
時
計
は
十
時
を
少
し
廻

っ
て
い
た
。

幸
吉
は
い
ろ
り
ぱ
た
に
ど
か

っ
と
す
わ
る
と
、
ゆ
き
の
差
出

す
場
呑
を
受
取
っ
た
。

「
何
か
あ
っ
た
の
？
」

「
何
で
も
い
上
か
ら
俺
が
今

日
飲
ん
で
帰
っ
た
な
ん
て
え
こ

と
は
な
か
っ
た
こ
と
に
し
る

よ
』１
１
ふ
と
ゆ
き
に
は
思
い
当

る
こ
と
が
あ
っ
た
。

選
挙
だ
。
此
の
村
で
は
去
年

と
な
り
の
Ｎ
村
と
合
併
し
た
の

で
、
選
挙
を
一
年
の
ば
し
て
来

月
の
二
日
に
町
議
の
改
選
が
あ

る
。
ゆ
き
が
副
委
員
長
を
し
て
い

る
農
協
青
年
連
盟
で
も
、
月
始

め
に
集
会
し
て
対
策
を
話
し
合

っ
た
。

〉
思
５
こ
と
を
何
で
も
発
言
出

礒翻
は

ば
た
き

画作

”

沼
田
保

率
齋
藤
五
郎

来
る
若
い
人
ば
か
り
の
集
ｂ
な

の
で
、
活
溌
な
意
見
の
や
り
と

り
が
あ
っ
た
が
、
結
局
農
政
問

題
に
一
識
見
を
も
つ
組
合
長
を

か
つ
ぎ
出
そ
う
と
一
致
し
た
。

盟
友
数
の
少
い
こ
と
や
、
何
だ

若
い
者
が
と
鼻
で
あ
し
ら
わ
れ

る
弱
点
は
、
青
年
の
熱
と
力
で

体
当
り
し
よ
う
な
な
ど
と
仲
々

痛
快
な
も
の
も
あ
っ
た
。

組
合
長
は
世
の
中
が
未
だ
々

々
民
主
を
義
と
か
、
公
明
選
挙

と
か
大
切
な
も
の
か
ら
ほ
ど
遠

い
こ
と
。
即
ち
運
動
の
中
に
不

純
な
も
の
を
お
り
込
ま
な
い
者

は
農
村
で
は
勝
味
が
な
い
こ

し
」
Ｏ

そ
う
ゆ
５
考
え
方
の
上
に
立

つ
町
政
そ
の
も
の
が
、
到
底
真

の
政
治
か
ら
遠
ざ
か
ら
ず
を
得

な
い
こ
と
等
を
理
由
に
承
諾
し

て
呉
れ
そ
う
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
政
治
を
常
道
に
も
ど

す
第
一
の
手
段
と
し
て
「
せ
め

て
公
明
選
挙
の
旗
印
を
農
村
に

掲
げ
る
為
に
も
」
と
言
う
晨
青

連
の
強
い
申
出
に
感
銘
し
て
、

心
よ
く
翻
意
し
て
呉
れ
た
。

今
日
も
ゆ
き
は
野
良
か
ら
の

帰
り
を
わ
ざ
／
、
Ｋ
部
落
ま
で

寄
り
道
し
て
、
Ｍ
子
と
連
絡
を

し
て
来
た
処
だ
っ
た
。
年
輩
の

人
の
中
に
も
か
な
り
支
持
し
て

呉
れ
る
人
が
ふ
え
た
よ
う
だ

が
、
、
一
番
恐
れ
て
い
た
買
收
や

饗
応
が
急
に
目
立
つ
／
て
来
た
と

い
う
情
報
だ
っ
た
。

ゆ
き
は
腹
が
立
っ
て
仕
方
が

な
か
っ
た
。

そ
ん
な
唾
棄
す
べ
き
雰
囲
気

を
一
寸
も
罪
悪
と
思
わ
な
い
で

一
つ
の
習
慣
み
た
い
に
解
訳
し

て
い
た
ら
、
政
治
が
益
々
大
衆

か
ら
は
な
一
れ
批
判
も
反
対
も
出

来
な
い
恐
し
い
も
の
に
な
る
と

え
方
を
全
く
変
え
る
の
は
難
事

業
に
違
い
な
い
。
今
急
に
自
分

達
の
理
想
に
お
し
つ
け
て
も
駄

目
な
程
世
の
中
は
に
ご
っ
て
い

る
の
だ
。
だ
ん
ノ
、
に
改
革
さ

れ
て
ゆ
く
外
は
な
い
の
だ
。
心

に
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
ゆ
き

は
、
此
の
何
十
年
も
年
月
を
費

す
よ
う
な
む
づ
か
し
い
仕
事
を

ど
こ
ま
で
も
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
心
し
た
。

…
…
畑
の
地
せ
ぶ
り
（
隣
地

考
え
気
が

い
ら
ノ
、

し
て
来
る

の
だ
っ
た

１
１
父

も
そ
の
酒

を
呑
ん
だ

の
か
。
が

止
む
を
得

な
い
点
も

あ
る
。

一
、
二
杯

の
茶
腕
酒

ま
で
せ
め

る
必
要
も

あ
る
ま
い

人
間
の
考

の
為
に
蔭
の
責
任
者
に
な
っ
て

買
收
の
お
金
を
流
し
た
ん
だ
っ

て
。
村
の
指
導
者
の
立
場
の
人

が
、
公
明
選
挙
を
一
番
先
に
汚

し
て
い
る
わ
け
ね
。
何
で
も
森

谷
さ
ん
の
一
番
忠
義
な
家
来
と

い
り
わ
け
で
、
来
年
は
県
会
え

出
ら
れ
る
そ
う
よ
。

そ
れ
に
土
木
委
員
長
だ
っ
た

時
の
評
判
知
っ
、
て
る
？
便
宜

を
は
か
っ
て
や
る
と
言
っ
て
は

礼
金
め
あ
て
に
業
者
を
お
い
ま

を
侵
略
す
る
．
）
で
有
名
な
お
の

松
っ
あ
ん
が
、
御
馳
走
す
る
な

ん
て
１
１
「
松
っ
あ
ん
は
木
村

さ
ん
の
運
動
を
し
て
い
る
ん
だ

ね
」
一
Ｄ
・
ロ
。
：
、
：
。
。
。
。
」

答
え
た
く
な
い
質
問
を
受
け

て
幸
吉
は
お
茶
を
ゲ
ッ
と
呑
み

ぼ
す
丈
だ
っ
た
。

「
木
村
さ
ん
は
去
年
の
總
選

挙
の
時
、
Ｎ
村
の
森
谷
代
議
士

わ
す
の
誓
営
ら
わ
れ
も
心
堂
、
》
一
溌
繩
鯛
灘
謬
繊
一

だ
っ
て
。
一
：

ず
っ
と
前
に
ね
。
私
達
の
委
も
直
れ
ず
現
金
の
や
り
く
り
蝉

員
長
が
世
論
調
査
の
時
、
木
村
本
当
に
困
っ
た
ん
だ
っ
て
。
組

さ
ん
に
会
っ
た
ら
こ
ん
な
事
を
合
長
さ
ん
の
よ
う
に
ジ
ミ
な
人

薑
弓
た
ん
だ
っ
て
Ｉ
農
協
婦
一
は
、
パ
ヅ
と
し
た
人
気
取
り
な

人
部
だ
の
農
青
連
だ
の
。
と
流
行
ん
て
・
こ
と
ば
出
来
な
い
性
分
な

も
の
み
た
い
に
つ
く
っ
て
い
る
の
ね
。
あ
の
人
に
は
今
の
議
会
一

が
お
や
じ
殿
で
も
仲
々
５
ま
く
に
必
要
な
知
性
が
あ
る
わ
⑧
あ

い
か
な
い
の
に
、
そ
ん
な
も
の
ん
な
人
に
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て

を
つ
く
っ
た
っ
て
く
た
び
れ
も
も
ら
い
度
い
と
思
う
わ
』

う
け
だ
っ
て
１
１
も
の
Ｌ
見
方
「
あ
れ
筋
お
前
は
組
合
長
さ
一

の
時
代
ず
れ
に
驚
い
た
っ
て
委
八
に
惚
れ
た
ん
だ
な
」

員
長
が
言
っ
て
い
た
わ
」
「
何
言
っ
て
ん
の
。
あ
ん
な

一
だ
か
ら
組
合
長
を
お
願
い
五
十
ぢ
い
さ
ん
な
入
か
に
…
…
）

し
ま
す
か
。
ふ
ん
」
私
達
は
や
は
り
君
い
人
に
田

ポ
ヅ
ソ
と
言
っ
た
幸
吉
の
頬
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
。
だ
け

に
は
う
す
笑
い
さ
え
見
え
た
。
ど
実
際
に
は
未
だ
無
理
が
あ
る

「
な
お
ゆ
き
、
木
村
さ
ん
に
わ
。
公
平
で
責
任
を
果
す
と
い

さ
か
ら
つ
ち
あ
損
な
ん
だ
ぞ
。
う
こ
と
で
、
は
か
り
に
か
け
て

此
の
辺
の
者
は
み
ん
な
仲
人
だ
組
合
長
さ
ん
が
一
番
重
か
っ
た
｛

の
、
勤
め
口
で
世
話
に
な
っ
て
わ
け
ね
」

居
て
仲
間
な
ん
だ
。
ゆ
き
の
長
話
に
理
窟
屋
が
叉

反
対
す
る
と
朝
晩
う
る
さ
い
》
始
ま
っ
た
位
の
気
持
で
相
つ
ぢ

か
ら
な
○

を
打
っ
て
い
た
幸
吉
は
、
も
う

何
も
そ
う
犯
人
み
た
い
に
見
沢
山
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

な
く
た
っ
て
い
上
ぢ
あ
ね
え
か
「
さ
て
風
呂
へ
入
る
か
。
盛
る

組
合
長
さ
ん
は
確
か
に
立
派
く
な
い
か
な
」
と
立
ち
上
っ

な
人
だ
。
だ
が
去
年
金
を
借
り
た
。

に
行
っ
た
時
断
ら
れ
た
な
。
融
「
今
見
る
わ
」

通
が
き
か
ね
え
か
ら
な
」
つ
く
る
っ
て
い
た
モ
ソ
ペ
を

「
あ
の
時
は
組
合
長
が
言
っ
膝
か
ら
お
ろ
す
と
、
ゆ
き
は
合

て
呉
れ
た
通
り
馬
を
お
も
い
卸
、
所
へ
立
っ
た
。

っ
て
売
っ
た
ら
、
丁
度
牛
の
値
「
丁
度
い
上
あ
ん
ば
い
浸

段
が
下
っ
て
す
ぐ
買
え
た
ん
ぢ
よ
」

あ
な
陸
の
。
高
い
利
子
の
つ
く
裸
に
な
ろ
う
と
し
て
帯
を
忠

お
金
な
ん
か
一
円
も
借
り
ず
に
い
た
幸
吉
の
ふ
と
こ
ろ
か
ら
手

す
ん
で
大
助
か
り
だ
っ
た
わ
。
円
札
が
三
枚
こ
う
／
、
と
い
ろ

そ
れ
処
ぢ
あ
な
か
っ
た
の
よ
り
に
落
ち
た
。
幸
吉
は
あ
わ
て
↑

私
達
で
い
つ
か
○
監
事
に
ね
た
乙
累
早
く
灰
の
上
か
ら
札
を
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拾
う
と
ゴ
ザ
の
下
へ
か
く
し

た
。ゆ
き
は
前
掛
で
手
を
ふ
き
乍

ら
小
縁
へ
上
ろ
う
と
し
て
、
そ

れ
を
目
ざ
と
く
み
つ
け
て
し
ま

っ
た
。
ハ
ツ
と
し
た
。

１
１
買
收
用
の
金
に
違
い
な

い
○

一
父
ち
ゃ
ん
そ
れ
何
の
金
な

の
？
。
」
父
の
面
差
し
に
一
瞬
み
に
く

い
も
の
が
走
っ
た
。

一
え
っ
。
駄
っ
て
ろ
！
｝

じ
っ
と
見
つ
め
る
ゆ
き
の
目

頭
に
光
る
も
の
が
あ
っ
た
Ｏ

「
父
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
丈
は
か

え
し
て
来
て
。
お
願
い
」

齋
は
知
ら
ず
リ
ン
と
し
て
い

た
。「
私
は
む
づ
か
し
い
こ
と
は

わ
か
ん
な
い
わ
。
世
の
中
の
こ

と
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
」
小

縁
に
腰
掛
け
て
し
ま
っ
た
ゆ
き

は
、
勝
手
元
の
方
へ
視
線
を
投

げ
て
言
っ
た
「
だ
け
ど
投
票
を

売
っ
た
ら
も
５
町
の
政
治
に
口

ば
し
を
入
れ
ら
れ
な
い
と
思
う

わ
。
う
え
の
え
ら
い
人
が
勝
手

な
こ
と
を
し
て
も
何
も
言
え
な

い
ぢ
あ
な
い
の
。
外
の
人
も
そ

う
す
る
ん
だ
か
ら
と
か
、
警
察

に
わ
か
っ
て
裁
判
を
受
け
た
っ

て
大
し
た
こ
と
ば
な
い
位
で
、

悪
い
と
わ
か
っ
て
や
る
こ
と
は

も
っ
と
い
け
な
い
わ
。

私
達
の
仲
間
も
一
人
々
觜
で

そ
の
古
い
カ
ラ
を
打
ち
や
ぶ
る

ん
だ
。
話
し
合
っ
て
も
わ
か
っ

て
も
ら
え
な
い
人
身
と
の
闘
い

は
こ
れ
し
か
な
い
と
申
合
せ
た

の
卜
ご「
私
御
説
教
し
て
い
る
み
た

い
で
い
や
だ
わ
。
御
願
い
な
の

私
達
が
い
く
ら
頑
張
っ
た
っ
て

ど
の
位
き
上
め
が
あ
る
か
位
は

わ
か
っ
て
い
る
わ
。
し
か
し
駄

目
だ
と
い
っ
て
ほ
う
っ
た
ら
誰

が
実
行
し
て
呉
れ
る
の
。

か
り
に
私
だ
っ
て
金
や
お
し

つ
け
の
力
で
と
っ
た
肩
書
な
ん

か
で
真
剣
に
仕
事
な
ん
か
出
来

な
い
わ
。
票
を
買
っ
た
り
し
た

ら
、
其
の
票
の
希
望
な
ん
か
聞

か
な
く
つ
た
っ
て
い
上
わ
け
よ

父
ち
ゃ
ん
、
か
え
し
て
来
て

お
願
い
」

ゆ
き
は
必
死
だ
っ
た
。
単
純

者
、
世
の
中
は
そ
ん
な
に
甘
く

は
な
い
ん
だ
と
、
笑
は
れ
る
の

を
わ
か
っ
て
い
て
も
筒
肉
親
の

親
に
あ
ま
え
て
哀
願
し
て
い
た

「
う
る
せ
え
な
、
さ
き
に
ね

ろ
！
」
幸
吉
は
吾
が
娘
に
説
教
さ
れ

た
気
ま
ず
さ
を
打
消
す
よ
う
に

足
音
も
荒
く
風
呂
へ
立
っ
た
。

ゆ
き
は
せ
つ
な
さ
に
胸
が
一

杯
に
な
っ
た
Ｏ

母
が
此
の
世
を
去
っ
て
か
ら

六
年
。
ゆ
き
を
思
っ
て
後
目
も

こ
と
わ
り
通
し
、
不
自
由
を
し

の
ん
で
働
き
通
し
て
呉
れ
た
尊

い
父
と
口
論
し
た
後
悔
も
あ
っ

た
。
枇
の
中
の
予
盾
を
ゆ
る
す
こ

と
の
出
来
な
い
若
さ
が
こ
ん
な

に
も
父
を
攻
め
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
か
け
は
な
れ
た
時
代
に
生

き
た
お
互
の
考
え
方
の
相
違
に

共
通
点
を
見
出
せ
な
か
っ
た
の

ば、二十一才のゆきにとつて尚つらかった。

駄
目
だ
。
理
想
は
ゆ
き
の
す

ぐ
近
く
の
足
元
か
ら
く
づ
れ
て

い
る
の
だ
。

…
・
・
・
力
な
く
寝
床
に
入
る
と

ゆきは、あの推薦会の席上で述べた意見を想い出して一段と淋しさにおそわれ身をち営めた。
×
×
×

ゆ
き
は
朝
飯
の
あ
と
か
た
づ

け
を
す
ま
す
と
、
予
定
し
て
い

た
麦
播
の
用
意
に
リ
ヤ
カ
ー
え

堆
肥
を
積
ん
で
い
た
。

「ゆき」力のこもった幸吉の声がすぐうしろに聞えた「おらあ、松つあんえ金をかえしてくるぞ」

「
え
つ
７
。
」

「ゆうべの話ぢあ、組合長はあぶねえんだ。おらあ

今日一日手伝ってくるから一人で播いていて呉れ。これでもおれあ若い時演

説がうまかったんだぞ。俺があるけば一票位ふえつ。ヘアッハッ〈、、、、」

「
う
ん
！
り
ん
！
」

パ
ー
ソ
と
向
い
沢
の
入
口
あ

た
り
で
銃
声
が
し
た
。
逃
げ
切

っ
た
一
羽
の
キ
ジ
が
朝
日
を
ま

と
も
に
う
け
て
、
美
し
い
色
を

あ
ざ
や
か
に
輝
か
せ
、
強
く
は

堂
た
き
乍
ら
み
ね
の
彼
方
へ

去
っ
た
。

第
五
回
新

羅
、
…

生
活
モ
デ

ル
町
村
表

彰
式
に
特

別
来
賓
と

し
て
現
参

議
院
議
員

全
国
主
婦

連
盟
会
長

奥
む
め
お

列
さ
れ
、
ソ
聯
、
中
国
を
視
察

し
て
の
感
想
を
挨
拶
の
中
に
折

込
ん
で
話
さ
れ
た
こ
と
が
特
に

感
銘
深
か
っ
た
の
で
そ
の
概
要

を
記
し
て
み
よ
う
。

①
ど
こ
え
行
っ
て
も
蠅
が
い

な
い
。

②
殆
ん
ど
煙
草
を
吸
う
も
の

が
い
な
い
ｏ

③
マ
ー
ジ
ャ
ソ
や
ト
パ
ク
を

や
る
も
の
が
い
な
い
。

④
競
馬
も
な
く
な
っ
た
。

⑤
売
春
婦
が
い
な
く
な
っ

た
。

⑥
ア
ヘ
ン
も
な
く
な
っ
た
。

右
の
こ
と
は
毛
沢
東
が
命

令
で
し
た
わ
け
で
は
な
い

国
家
が
自
主
的
に
と
り
あ
げ
、

国
民
が
思
想
改
造
を
や
る
よ
う

に
盛
り
あ
げ
た
も
の
で
右
の
よ

う
な
こ
と
が
革
命
後
六
ヶ
年
で

全
然
な
く
な
っ
た
と
は
言
へ
な

い
が
視
察
し
た
場
所
で
は
殆
ん

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
驚

異
で
あ
る
。

蠅
の
撲
滅
に
つ
い
て
は
国
家
が

命
令
で
徹
底
的
に
検
査
の
上
実

行
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
方
法
は

三
月
の
氷
解
け
の
と
き
二
寸
位

か
ら
四
寸
位
の
表
土
を
各
個
人

が
と
っ
て
衛
生
官
吏
の
検
査
を

受
け
る
。
蝿
の
も
と
（
幼
虫
）

の
有
無
を
検
査
し
そ
の
結
果
に

よ
っ
て
国
よ
り
薬
剤
を
必
要
量

受
け
て
消
毒
賑
除
す
る
。
幼
虫

が
全
く
見
ら
れ
な
く
な
る
ま
で

二
回
も
三
回
も
検
査
を
受
け
て

駆
除
に
努
め
る
。
怠
る
と
処
罰

さ
れ
る
と
云
う
徹
底
し
た
命
令

騒
除
を
行
う
こ
と
は
ソ
聯
の
政

策
と
変
り
は
な
い
。
そ
の
結
果

北
京
、
香
捲
等
を
視
察
し
た
が

ど
こ
え
行
っ
て
哨
蠅
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
蝿
の
多
い
日
本
と

比
較
し
て
少
く
な
っ
た
中
国
の

姿
を
み
た
と
き
蠅
の
い
な
い
生

活
ほ
ど
楽
し
い
も
の
ほ
な
い
こ

と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の

外
凡
ゆ
る
も
の
が
ソ
聯
の
政
策

通
り
で
働
か
な
い
も
の
は
食
う

べ
か
ら
ず
主
義
で
遊
ん
で
い
る

者
は
国
の
命
令
で
ど
ん
人
、
就

努
さ
せ
る
。
個
人
の
消
費
生
活

を
極
度
に
押
え
て
余
剰
力
を
生

産
面
へ
振
り
向
け
る
。
悪
い
事

を
や
っ
た
者
は
厳
罰
に
処
す
る

と
云
う
よ
う
な
こ
と
で
遊
ん
で

い
る
者
も
見
受
け
ら
れ
な
い
し

ど
こ
の
部
落
へ
行
っ
て
も
窃
盗

犯
罪
な
ど
は
見
受
け
ら
れ
な
い

。
個
人
の
生
活
は
極
度
に
切
り

つ
め
て
日
本
の
戦
争
中
の
よ
う

な
耐
乏
生
活
に
甘
ん
じ
而
も
希

望
に
満
ち
満
ち
て
毎
日
の
生
産

に
努
力
し
て
い
る
姿
に
接
し
遠

か
ら
ず
し
て
強
力
な
国
家
に
な

る
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。
そ
し
て

国
家
で
行
う
社
会
施
設
は
ど
ん

人
、
造
っ
て
い
る
。
台
湾
な
ど

は
後
二
三
年
の
内
に
と
っ
て
し

ま
う
と
青
年
郡
意
気
込
ん
で
い

る
。
し
か
し
国
民
の
貧
し
い
生

活
や
復
興
の
状
況
を
み
て
革
命

と
か
改
造
と
か
云
う
も
の
は
な

か
ノ
、
容
易
な
も
の
で
は
な
い

こ
と
を
感
じ
た
。

そ
れ
に
比
較
し
て
日
本
の
状
況

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
お
、
こ
り

に
お
こ
っ
て
い
る
。
終
戦
当
時

の
悲
想
な
決
意
は
ど
こ
え
や
ら

衣
も
食
も
住
も
終
戦
当
時
、
考

え
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
幸

せ
な
生
活
を
過
し
て
い
る
。
買

い
た
い
も
の
は
何
で
も
買
う
こ

と
が
で
き
る
。
食
い
た
い
も
の

は
何
で
も
食
う
こ
と
が
出
来

る
。
今
の
日
本
が
こ
の
ま
上
で

行
っ
た
ら
な
い
も
の
が
必
ず
不

満
を
爆
発
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

革
命
も
決
し
て
起
ら
な
い
と
は

誰
が
断
言
出
来
よ
う
。
今
の
。
ま

上
で
何
と
か
日
本
の
繁
栄
を
築

き
あ
げ
た
い
も
の
だ
と
云
う
こ

と
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
新
生
活
運

動
も
必
要
で
あ
る
し
国
民
各
自

が
無
駄
を
省
き
生
活
を
切
り
つ

め
て
国
が
富
み
、
国
民
が
繁
栄

す
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。（
編
集
部
〕
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大
切
な
蛋
白
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、

無
機
質
が
不
足
し
て
い
る
と
思

う
。
こ
う
ゆ
う
食
生
活
の
習
噴

は
、
目
立
た
な
い
喝
の
だ
が
実

際
は
農
村
に
お
い
て
い
る
ノ
＼

な
病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

こ
れ
な
ど
は
み
な
食
生
活
の
峡

か
ん
で
あ
る
と
思
う
。

私
共
は
一
日
も
早
く
、
こ
の
非

栄
養
的
な
食
生
活
の
習
慣
を
改

め
て
、
科
学
的
な
基
礎
の
上
に

健
康
的
な
食
生
活
を
築
い
て
行

こ
う
と
昭
和
二
十
五
年
四
月

旧
松
岡
町
役
場
、
松
岡
農
協
、

同
公
民
舘
が
中
心
と
な
り
公
民

舘
事
業
の
一
環
と
し
て
叉
、
生

活
合
理
化
運
動
の
一
蝿
と
し
て

松
岡
農
協
の
利
用
部
に
パ
ソ
が

ま
を
施
設
し
て
三
度
の
食
事
の

う
ち
一
度
は
パ
ソ
食
に
し
よ
う

と
婦
人
会
の
熱
心
な
御
協
力
と

相
俟
っ
て
一
大
連
動
を
展
開
し

た
の
で
あ
る
。

殊
に
婦
人
会
の
幹
部
の
方
々
や

公
民
舘
の
幹
部
の
方
々
の
熱
心

な
指
導
に
動
か
ざ
れ
パ
ソ
食
に

対
し
て
親
も
子
供
も
関
心
を
も

っ
て
部
落
民
全
部
が
実
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
そ
の
実

績
は
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
が

あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
四
月
県
よ
り
モ

デ
ル
町
村
に
指
定
さ
れ
て
新
生

活
運
動
の
事
業
は
一
段
と
進
め

Ⅱ
食
生
活
モ

食
生
活
の
習
慣
は
な
か
ノ
、
変

え
が
た
い
、
毎
日
の
食
事
を
考

え
て
見
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
、
ヵ
官
リ
ー
ぱ
大
体
満
足

できる程度摂取しているが成長するものにとって最も一巡奇ⅧＵ声胎玉天ゴ引千１つ。．ｒ〃、よりよい食生活のたぬに

デ
ル
部
落
の
状
況
Ⅱ

’
ら
れ
農
閑
期
に
は
食
生
活
合
理

化
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
料
理

講
習
会
或
は
農
繁
期
の
栄
養
食

の
献
立
叉
は
保
存
食
等
に
つ
い

て
旧
松
岡
町
の
五
つ
の
公
民
鎌

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
、

習
得
し
た
技
術
を
各
家
庭
で
実

行
い
て
い
る
こ
と
は
勿
論
、
講

習
よ
り
得
た
知
識
を
基
礎
と
し

更
に
創
意
工
夫
を
加
え
年
一
回

及
至
二
回
研
究
発
表
会
を
行
う

等
、
栄
養
に
対
す
る
関
心
は
年

と
共
に
深
ま
り
、
農
村
の
食
生

活
は
相
当
向
上
さ
れ
た
。

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
に
認
識
を
高

め
又
農
村
の
す
み
ず
み
ま
で
実

行
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と

は
大
高
町
長
を
は
じ
め
公
民
舘

婦
人
会
の
幹
部
各
位
の
な
み
な

み
な
ら
ぬ
努
力
が
あ
っ
た
こ
と

を
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ｏ二
十
八
年
十
一
月
こ
う
し
た
実

績
を
認
め
ら
れ
、
県
知
事
よ
り

表
彰
の
栄
誉
を
担
っ
た
の
で
あ

る
。
前
記
の
よ
う
な
優
秀
地
区
か
ら

食
生
活
改
善
モ
デ
ル
部
落
と
し

て
下
町
第
一
生
産
組
合
を
指
定

し
た
こ
と
は
、
過
去
の
実
績
を

生
か
し
更
に
一
歩
前
進
し
て
幾

分
で
も
皆
様
の
御
参
考
に
な

り
、
モ
デ
ル
と
し
て
の
役
割
を

果
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
云
う

こ
と
で
も
あ
る
が
本
市
が
、
さ

き
に
モ
デ
ル
町
村
で
あ
っ
た
旧

松
岡
町
に
引
継
い
で
本
年
六
月

モ
デ
ル
市
に
指
定
さ
れ
、
衣
、

食
、
住
、
生
活
簡
素
化
の
四
部

門
の
内
、
食
改
善
を
松
岡
地
区

か
ら
優
秀
部
落
と
し
て
指
定
し

た
こ
と
は
生
活
改
善
紙
で
既
に

周
知
の
事
と
思
う
。

下
手
綱
下
町
第
一
生
産
組
合
は

戸
数
二
○
戸

人
口
一
一
五
人

生
産
額

米
類
二
○
０
石

麦
類
一
二
○
石

蔬
菜
一
八
万
円

家
畜
は
牛
又
は
馬
二
戸
一
頭
飼

育
、
豚
、
山
羊
は
各
戸
で
は
な

い
が
五
、
六
頭
飼
育
さ
れ
鶏
は

平
淘
十
羽
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

現
組
合
長
斎
藤
恒
好
氏
を
中
心

に
農
事
改
善
に
農
家
經
管
の
合

理
化
に
、
そ
の
研
究
成
果
は
素

晴
ら
し
い
。

食
生
活
改
善
は
婦
人
部
が
担
当

し
荒
川
千
代
氏
を
代
表
と
し
て

二
十
名
の
会
員
（
一
戸
一
名
）

が
今
ま
で
の
經
験
を
生
か
し
、

よ
り
こ
の
運
動
を
昂
め
る
と
共

に
市
内
の
皆
様
の
指
導
の
指
標

と
も
な
れ
ば
と
市
の
食
生
活
モ

デ
ル
部
落
に
指
定
さ
れ
て
か
ら

半
才
を
經
過
し
た
現
在
、
』
」
れ

と
云
う
実
績
も
な
い
が
料
理
講

習
会
を
開
催
し
て
農
繁
期
の
栄

養
食
の
献
立
や
保
存
食
の
調
理

方
法
等
研
究
と
実
習
を
行
な

い
、
家
庭
に
と
り
入
れ
て
い

る
。
中
で
も
特
筆
し
た
い
こ
と

は
昭
和
二
十
七
年
四
月
か
ら
卵

貯
金
を
婦
人
達
の
発
意
に
よ
っ

て
初
め
ら
れ
現
在
總
額
は
二
十

八
万
五
千
円
と
云
う
大
き
な
数

字
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

纏
っ
た
金
で
か
ま
ど
改
善
や
台

所
改
善
に
振
り
向
け
ら
れ
、
各

家
庭
が
明
る
い
、
そ
し
て
楽
し

い
生
活
が
管
ま
れ
て
い
る
。

当
モ
デ
ル
部
落
が
こ
と
し
実
践

目
標
と
し
て
大
き
く
掲
げ
て
い

こ
の
よ
う
に
「
さ
ん
ま
」
は
栄

養
価
も
高
く
価
格
は
安
い
の
で

す
か
ら
、
い
る
ノ
ー
に
調
理
を

工
夫
し
て
ど
っ
さ
り
摂
っ
て
、

栄
養
価
の
豊
か
な
食
生
活
を
行

栄
養
の
あ
る
よ
い
食
事
！

そ
れ
は
、
栄
養
の
正
し
い
知
識

を
毎
日
の
食
事
に
と
り
入
れ
て

い
く
こ
と
で
す
。
經
済
的
に
も

栄
養
的
に
も
つ
り
合
い
が
と
れ

見た目にも美しい食事こそ健康の泉といえましょう。今年は「さんま」が平年の

倍
も
の
大
漁
で
、
反
対
に
値
段

種
類
一
蛋
白
質
一

さ
ん
ま
（
百
匁
〕
’
七
垂
一

卵
（
一
個
）
一
六
、
四
一

牛
乳
（
一
合
）
’
三
一

豚
肉
（
七
匁
）
’
六
－

さ
ん
ま
一
匹
・
‐
…
・
卵
三
個
と
匹
敵

る
こ
と
膳
栄
養
三
食
運
動
の

徹底であるが参考までに栄養三食運動を説明してみれ

ば
、
食
品
を
赤
、
緑
、
黄
の
三

色
で
あ
ら
わ
し
、
こ
れ
を
毎
日

必
ず
喰
く
よ
う
と
い
う
運
動
で

赤
は
Ｉ
血
や
肉
を
つ
く
る
肉
類

魚
、
卵
な
ど
。

緑
は
１
体
の
調
子
を
整
え
る
野
菜
、
海
草
、
果
物
な
ど
。

黄
ば
Ⅱ
働
く
力
に
な
る
殼
類
、

い
も
類
、
油
脂
、
砂
糖
な

ど
を
指
し
、
つ
り
あ
い
の

と
れ
た
栄
養
を
と
ろ
う
と

栄
養
改
善
普
及
会
が
提
唱

Ｌているものである。，“〃可戸筈、令喚軍一■守閏ＦＰロヰクロ宮、、学一もα〃Ｕロデ、、、“．、″〃マも今、、凸、■グロ弓戸唾〃亘巳、。■、“

食
生
活
と
「
さ
ん
ま
」

５
の
に
も
絶
好
の
時
期
で
す
。

ま
た
保
存
食
と
し
て
の
「
糠

漬
」
｜
「
味
噌
漬
」
な
ど
今
の
内

に
沢
山
仕
込
ん
で
置
い
て
来
春

四
、
五
月
頃
ま
で
大
い
に
利
用

最
後
に
呈
↓
ノ
ル
部
落
の
代
表
荒

川
千
代
さ
ん
は
、
無
駄
を
省
く

と
か
時
間
励
行
と
か
云
弓
こ
と

ば
か
り
が
新
生
活
で
は
な
い
、

勿
論
時
間
励
行
も
、
無
駄
を
省

く
こ
と
も
大
切
に
は
相
違
な

い
。
し
か
し
日
本
に
は
困
難
な

仕
事
が
山
積
し
て
い
る
Ｏ
こ
れ

か
ら
は
困
難
な
仕
事
に
耐
え
る

強
健
な
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
人
一
人
が
体
も
丈
夫
に

し
て
二
人
分
も
三
人
分
も
働

く
、
そ
し
て
一
日
も
早
く
日
本

を
復
興
さ
せ
る
こ
と
も
新
生
活

運
動
の
大
き
な
役
割
で
あ
る
。

「
健
全
な
ろ
体
に
健
全
な
ろ
精

〃
“
Ｂ
三
富
『
一
も
ｂ
〃
昌
辞
】
一
言
二
ｎ
日
Ｐ
】
ご
竜
心
凸
凹
骨
「
己
月
“
ｐ
１
Ｅ
ｐ
”
Ｆ
１
″
酊
潭
ヴ
ー
、
』
亀
、
Ｊ
や

は
昨
年
の
半
額
で
す
。

今
こ
そ
動
物
性
た
ん
ぱ
く
給
源

と
し
て
の
「
さ
ん
ま
」
の
食
べ

時
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
体
「
さ
ん
ま
」
の
栄
養
価
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。
次
の
表
は
十
円
で
ど
の

く
ら
い
の
栄
養
価
が
あ
る
か
を

調
べ
て
ゑ
た
も
の
で
す
０

カ

ロ

リ

セ

七七 1
J －1，
ノ、 九

一
○
一禿’

一
榊
郵
罪
峰
誇
準
罐
麺
鐸
癖
窪
蝿

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
価
な

も
の
ば
か
り
が
栄
養
あ
る
も
の

と
は
限
ら
な
い
。

三
食
揃
っ
た
栄
養
食
を
平
均
に

摂
取
す
る
よ
う
市
民
の
主
婦
達

も
殿
方
も
十
分
関
心
を
以
っ
て

市
民
全
部
が
丈
夫
な
体
で
各
々

｜
の
職
場
で
働
く
こ
と
が
出
来
た

一
ら
生
活
も
豊
か
に
な
り
幸
福
な

日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
と

一
思
５
」
と
語
っ
た
。（
編
集
部
）

，
、
、
、
、
ウ
ニ
多
年
Ｉ
豆
、
、
Ｐ
今
ａ
ｎ
ク
ー
ジ
ヂ
寺
、
魁
口
〃
ロ
△
Ｆ
Ｒ
ｒ
ｉ
、
、
、
画
報
舌
″
Ｉ
里
ど
司
り
〃
〃
号

す
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

Ｉ
さ
ん
ま
の
糠
漬
Ｉ

①
、
さ
ん
ま
（
一
貫
匁
ｖ
を
頭

と
は
ら
わ
た
を
除
き
水
洗

し
て
よ
く
水
を
き
っ
て
お

く
。

②
、
用
意
し
た
樽
へ
三
合
の
塩

を
ま
き
な
か
ら
漬
け
込
み

水
が
上
っ
た
ら
取
り
出
し

二
１
三
時
間
日
干
し
て
乾

燥
さ
せ
る
。

③
、
妙
っ
た
擬
一
升
と
塩
一
升

を
良
く
ま
ぜ
る
。
好
み
に

よ
り
唐
辛
子
を
み
じ
ん
に

切
っ
た
も
の
を
加
え
る
。

④
、
糠
、
さ
ん
ま
、
唐
辛
子
を

交
互
に
重
ね
て
漬
け
圧
石

を
し
て
お
く
ｃ

来
春
四
、
五
頃
月
に
な
っ

て
も
風
味
が
よ
い
Ｏ

Ｉ
さ
ん
ま
の
味
噌
漬
Ｉ

材
料
、
さ
ん
ま
五
匹
、
み
そ

五
○
ｇ
砂
糖
少
々

調
理
法
、
さ
ん
ま
は
頭
、
尾
、

内
ぞ
う
を
取
り
、
塩
水
で
洗

っ
て
お
く
、
み
そ
は
半
量
位

の
酒
叉
は
水
で
の
ば
し
、
さ

ん
ま
に
ま
ぶ
し
て
お
く
、
辛

味
噌
の
時
は
砂
糖
を
少
々
入

れ
る
と
味
が
づ
っ
と
や
わ
ら

か
く
な
る
仁

こ
の
外
、
魚
団
、
佃
煮
な
ど
も

家
庭
で
作
れ
ま
す
。

15-
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第
四
回
新
生
活
モ
デ
ル
町
村
の
一

表
彰
式
に
第
一
部
門
と
し
て
授
一

賛
さ
れ
た
波
崎
町
公
民
舘
は
、
一

茨
城
県
の
東
北
端
に
位
し
、
利
一

根
川
の
川
口
を
へ
だ
て
て
、
千
一

葉
県
銚
子
市
と
対
持
し
、
殆
ん
一

ど
漁
業
を
主
と
す
る
町
で
、
封
一

建
的
生
活
が
強
く
町
民
は
、
知
一

識
程
度
、
文
化
程
度
は
高
く
な
一

い
。
漁
民
特
有
の
気
質
に
よ
り

無
計
画
な
、
い
わ
ゆ
る
香
越
し

の
金
は
持
た
な
い
て
ん
た
ん
振

り
で
大
漁
の
と
き
は
、
生
活
費

を
補
充
す
る
以
外
は
無
駄
な
支

出
が
観
念
的
に
通
例
と
な
っ
て

い
た
。

し
か
も
、
波
崎
町
に
は
文
化
施

設
が
少
く
こ
れ
ら
の
人
倉
が
或

る
時
は
清
遊
を
求
め
、
或
る
時

は
酒
に
親
し
む
場
合
な
ど
、
そ

の
殆
ん
ど
は
川
を
渡
っ
て
銚
子

市
へ
流
れ
込
む
風
習
が
あ
っ

た
。
そ
の
他
結
婚
、
七
五
三
、

節
旬
、
そ
の
他
各
種
行
事
に
か
一

け
る
寶
川
は
、
》
‐
一
の
町
特
有
の

格
式
を
重
ん
じ
、
仁
義
的
気
風

を
強
く
表
わ
し
、
莫
大
な
費
用

に
苦
し
む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
刹
那
的
な
亭
楽
と
、
投
げ
一

や
り
な
生
活
が
、
こ
の
町
の
気
一

質
を
よ
く
現
し
て
い
た
。

人
口
一
五
、
三
七
五
人
、
世
帯

二
、
七
五
○
戸
、
こ
ん
な
姿
を

住
民
本
来
の
自
主
的
な
生
活
に

戻
そ
う
と
、
公
民
舘
を
中
心
に

町
民
の
冷
視
と
迫
害
と
を
梯
い

の
け
乍
ら
努
力
し
、
今
で
ば
見

違
え
る
ば
か
り
の
明
る
い
町
と
一

な
っ
た
。 新

生
活
み
て
あ
る
記
’
一

■■■■F

波
崎
町
公
民

そ
の
も
つ
と
も
特
筆
す
べ
き
改

善
は
結
婚
、
生
活
行
事
、
そ
の

他
宴
会
の
合
副
化
で
あ
る
。

結
婚
は
？

今
で
は
公
民
紺
形
式
と
し
て
県

下
各
地
の
話
題
を
呼
ん
で
い
る

形
式
の
道
を
拓
い
た
先
導
者
と

な
っ
た
が
、
そ
の
事
例
（
実
質

利
用
回
数
）
こ
そ
少
な
い
が
県

内
に
先
が
け
て
、
そ
の
事
例
を

創
り
挙
げ
た
努
力
は
大
い
に
買

わ
れ
て
よ
い
。
そ
の
他
七
五
三

三
月
、
五
月
の
節
句
、
敬
老

会
、
町
民
運
動
会
等
を
恰
理
的

に
し
て
、
科
学
性
を
も
っ
た
計

画
と
、
そ
の
実
績
の
大
き
い
こ

と
は
、
宴
会
（
各
種
会
合
）
の

公
民
館
利
用
が
，
活
溌
に
な
り

過
ぎ
（
公
民
館
が
「
料
亭
」
と

化
す
）
と
の
蔭
口
も
、
沫
殺
し

て
し
ま
う
程
の
力
が
あ
る
と
み

て
よ
い
。
「
從
来
の
婚
礼
は
、

非
常
に
封
建
的
で
、
身
分
不
相

応
な
衣
類
の
洲
度
や
、
過
分
に

醗
大
な
披
熊
宴
を
催
し
て
、
多

額
の
經
藷
を
支
出
し
て
き
ま
し

た
が
、
簡
素
で
厳
粛
な
新
ら
し

い
結
婚
方
式
に
改
め
る
こ
と
は

と
り
も
な
お
さ
ず
、
大
波
崎
町

建
設
の
基
礎
た
る
生
活
改
善
の

一
つ
と
し
て
最
も
肝
要
な
る
こ

と
上
信
じ
主
す
。
」
た
云
う
こ

と
で
、
次
の
こ
と
を
実
施
し
て

挙
式
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
式
は
形
式
的
で
、

無
駄
が
多
い
の
で
公
民
館
で
は

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
様
式
と

し
た
。

結
納

余白
図画

結
納
は
結
婚
成
立
の
し
る
し
で

あ
る
の
で
金
額
よ
り
精
神
を
主

と
し
た
・

調
度
品

な
る
べ
く
、
箪
箒
一
棹
、
夜
具

一
組
と
し
、
附
属
品
は
最
少
限

産
に
止
め
、
衣
服
は
平
常
着
に

重
点
を
お
く
。

桔
婚
式

簡
素
に
し
て
厳
粛
か
一
旨
と
し
、

式
と
合
同
祝
儀
で
、
参
列
は
双

方
の
近
剃
者
に
と
営
め
る
。

〔
式
場
、
控
室
は
無
料
）

披
露
宴

華
美
に
流
れ
ず
、
新
生
活
の
前

途
を
、
祝
福
す
る
程
度
に
止
め

る
。
公
民
舘
桔
婚
式
次
第

一
、
開
式
の
こ
と
ば

一
、
舗
長
お
祝
の
こ
と
ば

一
、
誓
の
詞
（
新
郎
代
表
）

一
、
契
の
盃
（
新
郎
新
婦
）

一
、
結
婚
署
名
（
〃
）

一
、
一
同
乾
盃

一
、
町
長
祝
辞
及
記
念
品
贈
呈

一
、
閉
式
の
こ
と
ば

挙
式
時
間
約
五
十
分
、
式
後
十

分
休
憩

一
、
披
露
宴
約
一
時
間

利
用
着
は
挙
式
一
週
間
前
に
連

粥
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
公

絡
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
公

一

民
部
生
活
科
学
部
で
行
う
こ
と
一

に
な
っ
て
お
り
衣
裳
の
着
付
、
｜

挙
式
、
記
念
写
真
、
披
露
宴
等

一
切
行
い
こ
の
總
經
費
は
金
九

千
九
百
円
で
あ
る
。

更
に
衣
生
活
、
食
生
活
《
環
境
一

の
衛
生
的
改

善
に
至
る
迄
、
町

民
が
が
っ
ち
り
手
を
組
ん
で
、

一
歩
一
歩
地
道
に
新
ら
し
い
道

を
歩
み
続
け
て
い
る
。

指
導
者
の
人
楴
の
高
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
よ
く
こ
上
ま
で

や
れ
た
も
の
と
深
い
尊
敬
の
念

が
起
き
る
と
と
も
に
、
今
後
と
一
り
よ
い
幸
福
な
生
活
を
、
か
ち

評
耕
嘩
跡
赫
雪
壺
吻
匪
暗
、
輌
錘
一
雛
や
流
行
っ
て
ほ
し
い
も
の
と

〃
９
も
、
毛
二
、
ロ
グ
ヂ
ョ
ご
『
毛
邑
ｕ
、
Ｉ
も
一
も
ロ
合
〃
１
や
ロ
、
、
Ｐ
ろ
二
″
Ｂ
Ｄ
ｄ
・
寺
・
も
Ｊ
卓
一
卓
』
』
『
冑
ロ
、
■
■
や
二
Ｆ
Ｆ
苣
〃
巳
も
』
寺
宅
Ｊ
〃
且
Ｐ

太
陽
熱
の
利
用
に
つ
そ

、
“
哨
″
：
串
肉
、
『
も
、
〃
閏
も
Ｆ
、
〃
Ｌ
、
や
、
．
ご
ゲ
ロ
グ
な
卓
二
町
『
重
心
Ｄ
″
マ
ヂ
ヂ
ど
き
、
■
々
、
軍
令
、
ｂ
３
Ｈ
』
居
宅
が
ｒ
心
呂
、
ロ
戸
■
■

罪
醗
幽
鐸
辨
癖
回
螂
稲
陛
舘
恥
一
睡
恥
御
識
婦
麺
師
瀝
忙
画
睦
鏑

趨
御
磁
樒
封
雨
輪
軸
権
鑪
罹
恥
一
恥
串
叡
轆
輌
癖
噸
砧
詫
一
嘩
畦
紬

ろ
と
ま
だ
ｊ
、
燃
料
の
節
約
は

料
の
伐
り
出
し
、
運
雛
調
整

強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
〕
そ
れ
に
は
太
陽
郵
蕃
利
用
や
、
掃
除
、
管
理
等
の
手
間
も
省

ず
る
の
が
一
番
近
道
な
の
で
は
け
ま
す
か
ら
と
て
も
重
宝
で
す

な
い
で
し
よ
ら
か
。
な
お
、
湯
沸
器
の
装
置
は
工
夫

こ
ん
ど
、
県
生
活
科
学
課
で
は
次
第
で
は
簡
単
に
も
安
上
り
に

訶
記
の
睡
旨
か
ら
光
熱
消
費
出
来
ま
す
し
、
ま
た
農
山
漁
村

前
記
の
趣
旨
か
ら
光
熱
消
費

〆
一
Ｊ
”
肌
し
ｒ
弓
自
ず
こ
‐
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
王
ｙ
■
正

跡
謡
峠
確
陛
却
畦
耕
受
誕
暗
曄
一

箕
す
る
サ
ソ
ヒ
ー
ト
は
農
業
試
一

識
凝
参

サ
ソ
ヒ

｜

合
理
化
運
動
の
一
環
と
し
て

合
理
化
運
動
の
一
環
と
し
て

で
、
性
龍
、
製
造
価
格
の
点
か

ら
い
っ
て
他
を
凄
ぐ
優
秀
な
器

械
で
す
。

次
に
サ
ソ
ヒ
ー
ト
を
使
っ
た
場

合
の
利
点
と
そ
の
も
た
ら
す
効

果
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
よ

〆
屍
ノ

○

太
陽
熱
は
一
年
間
に
約
五
割
以

上
も
利
用
出
来
る
機
会
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
熱
も
意
外
に

強
く
、
一
坪
当
り
に
受
け
る
熱

は
一
石
の
水
を
一
時
間
に
一
○

度
だ
け
上
げ
る
事
が
出
来
ま
す

ま
た
太
陽
熱
は
雨
の
日
以
外
は

曇
の
日
で
も
利
用
出
来
ま
す
か

ら
、
従
来
の
燃
料
の
三
’
四
割

で
充
分
間
に
合
い
ま
す
。

一
や
⑳
卵
莞
口
鰄
誌
準
一
娠
一
や
認
水
と
利
用
面
は
広
範
囲
壬

、

ー
ト
（
太
陽
熱
利
用
湯
一

洗
濯
用
、
酪
農
用
早
生
野
菜
類

の
よ
う
に
空
気
の
澄
ん
だ
日
当

り
の
良
い
所
で
は
特
に
利
用
価

値
が
あ
り
ま
す
。
そ
ら
ほ
か
、

す從
っ
て
、
太
陽
熱
は
大
い
に
利

用
す
べ
き
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て

森
林
資
源
保
護
の
国
策
に
協
力

す
る
と
と
も
に
一
家
の
經
済
上

か
ら
も
是
非
生
活
の
た
め
に
と

り
入
れ
て
ほ
し
い
山
の
乍
一
す
。

新
生
活
運
動
を
市
民
自
ら
の

手
で
盛
り
あ
げ
先
づ
自
ら
が

実
行
し
よ
う
と
各
穗
行
事
の

排
球
雫
罐
蔀
菫
醸
嶬
醍
嘘
執
一

綿

〆

松

蛸

化 一八

室髭罰響心

○
市
制
最
初
の
議
会
議
員
及
び

教
育
委
員
選
挙
も
ま
た
近
頃

に
な
い
公
明
選
挙
で
あ
っ
た

こ
と
は
新
生
高
萩
市
の
正
し

い
政
治
に
向
っ
て
歩
を
進
め

た
も
の
と
し
て
御
同
慶
に
堪

え
な
い
。

○
新
生
活
も
理
論
の
段
階
を
經

て
既
に
実
践
に
入
っ
て
い
る

と
存
じ
ま
す
の
で
皆
様
方
が

こ
う
ゆ
う
こ
と
を
、
こ
う
ゆ

う
ふ
う
に
改
韓
し
実
行
し
て

い
る
と
云
っ
た
体
験
記
事
を

遠
慮
な
く
御
投
稿
の
上
、
本

紙
を
通
じ
て
お
互
に
反
省
し

批
判
し
あ
っ
て
幾
分
で
も
向

上
の
資
と
も
な
れ
ば
幸
せ
で

あ
る
。

○
御
寄
稿
い
た
堂
い
た
短
緬
小

説
を
。
ヘ
ソ
ネ
ー
ム
で
と
の
要

望
も
あ
り
ま
し
た
が
市
の
弘

報
紙
で
も
あ
り
主
す
の
で
本

名
に
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ

拙
い
作
で
と
恐
縮
が
っ
て
お

り
童
す
。
公
明
選
挙
が
行
わ

れ
た
直
後
で
も
あ
り
、
そ
う

し
た
内
容
を
多
分
に
服
つ
た

沼
田
さ
ん
の
意
図
を
吸
み
・
と

っ
て
戴
け
ば
幸
甚
で
す
。

○
月
々
貴
重
な
原
稿
を
お
寄
せ

下
さ
い
ま
し
た
方
右
に
厚
く

御
礼
申
上
げ
ま
す
と
共
に
紙

面
の
都
合
で
次
号
に
掲
載
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
御

了
承
願
い
ま
す
。

（
編
集
部
棚
浴
）
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